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1 堤出課題

積分を試してみました。
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2 おまけ

行列も書いてみました。

A =

 1 2 3
4 5 6
7 8 9



3 水野先生の演習問題を TEXで..

水野先生の演習問題 [1]の一部を解いてみましょう。

問題 1. 次の関数を変数 xについて微分せよ。

(1) (x3 − 2x)(3x4 + 1)

解答 f(x) = (x3 − 2x)(3x4 +1) とし、f ′(x) を求める。右辺は、二つの式の積になっているので、積の微分

法を利用する。

f ′(x) = {(x3 − 2x)(3x4 + 1)}′ (1)

= {(x3 − 2x)′}(3x4 + 1) + (x3 − 2x){(3x4 + 1)′} (2)

= (3x2 − 2)(3x4 + 1) + (x3 − 2x)(12x3) (3)

= (9x6 − 6x4 + 3x2 − 2) + (12x6 − 24x4) (4)

= 21x6 − 30x4 + 3x2 − 2 (5)

よって、

(答) f ′(x) = 21x6 − 30x4 + 3x2 − 2

である。
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